
１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 成人式 事業コード 1215002 計画コード 10-1-1

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 01 社会教育総務費

所属名（部局・課） 教育委員会 生涯学習課 担当名 生涯学習担当

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 新成人（20歳)となる市民

意図・目的 成人としての自覚を醸成する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 式典出席率（市内対象者) ％ 63 61 62 60 60 60

②

③

④

⑤

予算額 千円 431 452 413 413 不用額

決算額 千円 341 340 276 137

一般財源 千円 341 340 276 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 66.8%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 成人式実行委員会が準備から式典までの企画・運営を行う。また、式典を通して、新成人を祝福する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 私立学校卒業者等、市外の小中学校を卒業した参加者も楽しめる式典運営を検討する必要がある。

事業の方向性
新成人で組織する実行委員会において企画・運営を行っているため、参加者が楽しめる企画になっている。引き続き、実行委員会形
式として、新成人が自らつくる成人式とするとともに、新成人としての自覚を促す内容となるよう支援する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

令和５年度は新型コロナウイルス感染症が5類となったことから、式典会場に家族席を用意する従来の形に戻した。
新成人で構成される実行委員会において、式典で配布するプログラムのデザイン考案や式典で上映するスライドショーを制作し、当日の司会進
行等の運営についても実行委員メンバーで主体的に行った。

令和５年１１月１日現在の案内通知対象者　　　  ８６２名
令和６年１月７日（日）式典出席の新成人数　　 　５３７（市内４８０名、市外５７名）



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 社会教育団体活動支援 事業コード 1215004 計画コード 10-1-2

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 01 社会教育総務費

所属名（部局・課） 教育委員会 生涯学習課 担当名 生涯学習担当

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 和光市ＰＴＡ・保護者会連合会、ボーイスカウト和光団、和光市人権教育推進協議会、白子囃子保存会、ささら獅子舞保存会

意図・目的 各種団体が育成されるようにし、また各種団体活動を盛んにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 補助金交付団体数 団体 5 5 5 5 5 5

② 和光市人権教育推進協議会事業数 事業 7 7 8 8 8 8

③ ボーイスカウト和光団事業数 事業 54 59 55 60 60 60

④ ＰＴＡ・保護者会連合会事業数 事業 3 13 12 19 19 19

⑤ 白子囃子保存会事業数 事業 2 2 10 7 7 7

⑥ ささら獅子舞保存会事業数 事業 3 3 5 5 5 5

予算額 千円 570 570 570 570 不用額

決算額 千円 491 570 570 0

一般財源 千円 491 570 570 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 100.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 補助金を交付することで、各種の団体活動が充実するよう会員の増加、活動内容の充実を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
社会教育関係団体や関係機関と連携し、市内での学びの循環および、文化の継承がより促進できるように今後も支援を継続する必
要がある。

事業の方向性
今後も対象団体の自主的な活動を、人的・物的に支援し、市内の社会教育を推進していく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

　活動の中から学習者が指導者やリーダーとして成長し、新たな学習者の支援を行うという、学びの循環を生み出すことができるため、社会教育
活動を行う団体を継続的に支援した。
　また、市民の学習活動を支援していくことで、住民同士の交流の場が確保でき、地域社会の連携をより深めていくことができた。
　さらに、市指定民俗文化財の保護・継承の面から継続的に活動ができるよう支援することができた。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 生涯学習講座 事業コード 1217003 計画コード 10-1-3

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 01 社会教育総務費

所属名（部局・課） 教育委員会 生涯学習課 担当名 生涯学習担当

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 市内在住・在勤・在学者

意図・目的 市民の学習意欲を高める。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 和光市民大学講座実施回数 回 11 12 11 15 15 15

② 和光市民大学講座参加人数(のべ) 人 260 271 201 400 400 400

③ 学校開放講座実施回数 回 0 1 14 20 20 20

④ 学校開放講座参加人数(のべ) 人 0 1,350 671 250 250 250

⑤

予算額 千円 240 242 241 248 不用額

決算額 千円 58 104 123 118

一般財源 千円 58 104 123 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 51.0%

各種講座 開催回数(回) 参加人数（延べ人数）

1 和光市民大学 11 201

2 子ども大学わこう 4 80

3 学校開放講座 14 671

4 理化学研究所子ども科学教室 1 25

5 和光市政学習おとどけ講座(職員講師編） 31 608

6 生涯学習指導者プロデュース講座 2 20

7 和光市政学習おとどけ講座(市民講師編） 5 100

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 和光市民大学講座、学校開放講座、わこう市政学習おとどけ講座など、様々な講座を実施し、社会生活の中での学習の場を提供する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
講座の開催にあたっては、地域課題や市民ニーズを反映した講座の開催等、市民の学習意欲を向上させるような仕掛けが必要であ
る。国等の各機関と連携した講座のほか、地域や社会で関心のあるテーマを講座として学ぶ機会を提供していく。また市民が学んだ
ことや、これまでに培った知識や技術、経験を生かせる場を提供し、充実した学習環境を整えていく必要がある。

事業の方向性
市の特色のひとつである国の機関等と連携した講座等、地域資源を活用した講座を開催するとともに、地域や社会で関心のあるテー
マや市民のニーズに対応した講座を開催する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

　和光市民大学では例年、市内の関係機関から協力を得て各施設を会場として開催するが、令和５年度は「医療・保健」「科学」「法と税」の３分野
で全９回の市民大学を実施した。また「家庭教育支援」と「和光市史」をテーマとした特別講座を開催した。
　子ども大学わこうでは、はてな学、生き方学・ふるさと学、の３つの分野について８月に実施した。
　学校開放講座は小学生を対象とした「わこうっこ合唱団」を１３回実施し、「天体観測会」を第四小学校の校庭で１回実施した。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 中央公民館管理運営 事業コード 1220001 計画コード 10-1-4

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 中央公民館 担当名 中央公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 公民館活動利用者

意図・目的 利用者の利便性を向上する。また、学びやすい学習環境を整える。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 公民館利用団体使用数 団体 5,567 7,160 7,355 8,500 8,500 8,500

② 公民館利用人数 人 55,317 75,188 83,929 120,000 120,000 120,000

③ 利用料金 千円 1,882 2,046 2,054 2,200 2,200 2,200

④

⑤

予算額 千円 23,910 32,321 30,746 30,232 不用額

決算額 千円 21,498 29,938 27,612 3,134

一般財源 千円 19,616 27,892 25,558 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 1,882 2,046 2,054 89.8%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 地域住民等に学習機会及び場を提供する。また、施設の適切な維持管理・運営を行う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 利用人数が増加に転じているが、若年層の利用等新たな利用者獲得が急務である。

事業の方向性
公民館は学習の場であると同時に地域づくりに寄与する場でもある。サークル活動が活発化するよう事業を行っていく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

　新型コロナウイルス感染症の部類が２類から５類へ移行したことで公民館利用者の数は増加傾向に転じたが、コロナ前の水準と比較して９０％
程度となっている。



１．事業の概要

２．事業の実績

（体験・見学者数のみ）

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 中央公民館講座開催 事業コード 1221001 計画コード 10-1-5

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 中央公民館 担当名 中央公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 市町村その他一定区域の住民

意図・目的 ①住民の教養を向上させる。②健康を増進する。③生活文化を振興する。④社会福祉を増進する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 講座開催数(三館合同事業を含む) 回 44 61 52 80 80 80

② 講座参加者数(三館合同事業を含む) 人 417 1,504 954 2,000 2,000 2,000

③ 自主サークル化した数 団体 0 1 0 5 5 5

④

⑤

予算額 千円 842 843 794 780 不用額

決算額 千円 353 488 414 380

一般財源 千円 353 488 414 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 52.1%

事業対象・事業名 回 数 延べ参加人数

少年・親子対象事業 16 200人

一般対象事業 12 5組 167人

高齢者対象事業 3 43人

国際理解事業 2 23人

公民館利用者研修会 1 10人

学・社・地域連携事業 1 200人

連携事業 2 15人

三館合同事業（少年・親子対象事業） 1 31人

三館合同事業（一般対象事業） 11 195人

三館合同事業（公民館サークル体験フェスタ） 3 33団体 70人

合計 52 954人

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
実生活に即する教育、学術及び文化に関する各種の事業を行う。少年、親子、成人、高齢者を対象としたニーズに即した多様な講座を
開催する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 講座の継続性や学びを通して現代的課題の解決につながる講座の開催が必要である。

事業の方向性
親子体験型の講座や公民館の認知度を高めていく講座の開催等、地域社会に貢献できる講座の設定を行う。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

　新型コロナウイルス感染症の区分が５類に移行され、講座の実施がコロナ禍前の水準に戻りつつある。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 中央公民館文化祭 事業コード 1221002 計画コード 10-1-6

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 中央公民館 担当名 中央公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 公民館利用者及び地域住民

意図・目的 社会教育施設の新規利用者の拡大を図りつつ、公民館利用団体間のコミュニケーションを深め、相互間交流の場とする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 文化祭の来場者数 人 0 1,500 2,000 2,700 2,700 3,000

② 文化祭の参加団体数 団体 0 47 51 65 65 65

③

④

⑤

予算額 千円 0 317 426 646 不用額

決算額 千円 0 102 416 10

一般財源 千円 0 102 416 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 97.7%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 利用団体の日ごろの活動の成果発表の場として文化祭を開催し、地域住民との交流を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 公民館利用者団体の参加が高齢化や活動縮小等により減少していること。

事業の方向性
公民館文化祭に足を運んでいただくため、新たに和光ブランド認定企業や福祉施設の作品展示・販売、小中学生・高校生・大学生等
に公民館文化祭へ協力をいただき、地域住民及び若年層に公民館を認知していただけるよう様々なイベントを計画し、実行する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

　令和５年度の文化祭は、１０月２７日から２９日までの３日間にわたり開催した。参加団体は５１団体であり、来場者数は２,０００人であった。
　中央公民館文化祭は各団体の活動成果を地域住民に発表する場としてだけでなく、地域住民などの交流の場として大変重要なイベントとして
開催している。令和６年度も１０月の開催に向け、文化祭実行委員会と協議中である。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 坂下公民館管理運営 事業コード 1226001 計画コード 10-1-7

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 坂下公民館 担当名 坂下公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 市民及び在勤在住者

意図・目的 利用者が学習や活動しやすい環境を整える。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 公民館利用団体利用数（延べ） 件 2,267 2,578 2,628 2,300 2,800 2,800

② 公民館利用人数（延べ人数） 人 22,289 24,261 29,588 35,000 36,000 36,000

③ 公民館使用料 千円 345 381 350 400 480 480

④

⑤

予算額 千円 11,481 12,221 12,829 11,311 不用額

決算額 千円 10,758 11,578 11,574 1,255

一般財源 千円 10,413 11,206 11,140 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 345 381 434 90.2%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 地域住民の生涯学習活動を支援していくため、適切な施設の維持管理・運営を行う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 利用者が戻る一方、利用率が低いままの部屋がある。また施設の老朽化が進み、利用者の安全と利便性に懸念がある部分がある。

事業の方向性
施設利用の周知方法を改善していく。また、老朽箇所の計画的な修繕を行っていき、利用者の安全と利便性の向上を図る。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

 コロナ禍によるあらゆる行動制限が解除され、施設の利用制限もなくなったことを周知したことで、以前の利用規模に戻すことができた。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 坂下公民館講座開催 事業コード 1227001 計画コード 10-1-8

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 坂下公民館 担当名 坂下公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 市民及び在勤在学者

意図・目的 地域課題の解決に取り組む。市民の学習意欲を高める。公民館について幅広い年齢層に関心を持ってもらう。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 講座開催数 回 51 52 78 75 75 75

② 講座延べ参加者数（延べ人数） 人 545 601 702 1,500 1,500 1,700

③ 自主的な活動（クラブ）化した団体数 団体 0 1 3 2 2 2

④

⑤

予算額 千円 729 729 729 612 不用額

決算額 千円 483 470 600 129

一般財源 千円 483 470 600 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 82.3%

事業対象・事業名
回 数
（回）

延べ参加人数
（人）

少年・親子対象事業 28 276

一般対象事業 35 222

高齢者対象事業 8 149

国際理解事業 2 9

教育と福祉の連携事業 3 37

公民館利用者研修会 1 9

合  計 77 702

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
公民館主催講座を通じて地域住民・団体間の連携を図り、自主的に地域課題の解決に取り組む姿勢を醸成する。
幅広い年齢層の市民の学習ニーズに対応した、学びがいのある講座や教室を開催することで、生活の向上及び市民主体の地域づくり
に寄与する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 講座参加者数が全体的に増加した一方、講座によっては参加者数が伸び悩むものもあった。

事業の方向性
今後は講座内容や開催時期、募集方法を見直し、より密度の高い講座としていく必要がある。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

 コロナ禍の終息により、講座を以前の規模での開催を進めた結果、大幅な参加者増となった。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 坂下公民館まつり 事業コード 1227002 計画コード 10-1-9

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 坂下公民館 担当名 坂下公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 公民館利用者及び周辺地域住民

意図・目的 社会教育施設の利用を拡大し、公民館利用者及び地域住民の交流を深める。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 参加団体数 団体 0 7 7 55 55 60

② 来場者数 人 0 209 198 3,500 3,500 4,000

③

④

⑤

予算額 千円 0 48 101 1,522 不用額

決算額 千円 0 47 100 1

一般財源 千円 0 47 100 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 99.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
公民館を利用する団体が日頃の学習成果を発表し、地域に根ざした身近な生涯学習の場で地域住民のつながりを深める。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 コロナ禍の影響から脱却し、本来の規模に戻していく必要がある。

事業の方向性
6年度以降は芸能発表、模擬店等を再開させ、参加団体の再活性化を促していく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

 コロナ禍の直接の影響はなくなったが、期間中活動を自粛・縮小していた団体が多く、本来の規模でまつりを再開することができなかった。
このため、前年度に引き続き作品展示を中心とした縮小開催となった。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 南公民館管理運営 事業コード 1223001 計画コード 10-1-10

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 南公民館 担当名 南公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 和光市公民館設置及び管理条例施行規則に定められている対象区域を主とする市民

意図・目的 市民の満足度を向上させる。また、公民館の経営を健全に行う。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 公民館利用団体使用数（件数） 件 2,370 2,936 3,156 3,900 3,500 3,500

② 公民館利用人数（延べ人数） 人 28,013 38,753 43,656 52,000 48,000 48,000

③ 公民館使用料 千円 779 843 798 910 900 900

④

⑤

予算額 千円 11,801 16,489 16,293 17,934 不用額

決算額 千円 11,520 15,313 14,255 2,038

一般財源 千円 10,652 14,445 13,457 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 868 868 798 87.5%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 地域住民等に学習機会の提供と適切な管理・運営がなされている学習場所の提供を行う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
築４１年が経過し、施設の老朽化が目立っていることから、公民館利用者の利便性、安全性の向上のためにも修繕計画を立てて施
設の整備を行っていくことが必須である。また定期的に利用する団体の継続的・安定的な活動の支援と、新規に団体が参入しやすい
環境づくりとを両立する必要がある。

事業の方向性
社会教育施設として今後も利用者の安全性・快適性に配慮した維持管理を行いつつ、公民館に求められる施設サービスに応じた規
模・機能を踏まえた計画的な管理対策を検討する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが第５類に移行されたことから、各部屋の利用件数及び利用人数が共に増加した。また、南
公民館まつりやスーパー公民館ディスコが盛況に開催され、イベント関連での来場者が多かったことも利用人数の増加に繋がった。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 南公民館講座開催 事業コード 1224001 計画コード 10-1-11

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 南公民館 担当名 南公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 和光市公民館設置及び管理条例施行規則に定められている対象区域を主とする市民

意図・目的 市民の学習意欲を向上させる。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 講座開催数 回 37 33 58 80 60 60

② 講座参加者数（延べ人数） 人 332 354 998 1,500 1,100 1,100

③ 自主的な活動（クラブ）化した数 団体 0 0 4 2 4 4

④

⑤

予算額 千円 636 611 379 593 不用額

決算額 千円 229 192 274 105

一般財源 千円 229 192 274 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 72.3%

南公民館事業（公民館利用者研修会、公民館まつり、三館共催事業を除く）

事業対象・事業名 回  数 参加延べ人数

少 年 ・ 親 子 対 象 事 業 34回 10組433人

一 般 対 象 事 業 14回 222人

高 齢 者 対 象 事 業 6回 101人

国 際 理 解 事 業 1回 10人

公民館認知度向上事業 3回 232人

合　　　計 58回 10組998人

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 多様化する社会に対応するよう、教養を高める学習講座の開催及び生活に必要な知識・技術の講習などを推進する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが第５類に移行されたことから、計画した講座等のほとんどを実施することができた。それに
伴い、講座参加者が増加した。また、講座の実施を機に、伝統芸能、生活文化教養、スポーツといった幅広い分野で計４団体がクラブ化(新規団
体登録)した。

課題
講座内容については、社会の情勢を踏まえた内容となるよう精査する必要がある。また、市民のニーズを的確に捉えた各種生涯学
習・講座を実施し、参加者が固定化しないよう工夫する必要がある。

事業の方向性
市民ニーズに合った魅力的な講座を企画する。また、市民団体や地域団体と協力することや、市の施策と関連した事業を活用するこ
とで、社会の情勢を踏まえた生涯学習を推進する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 南公民館まつり 事業コード 1224002 計画コード 10-1-12

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 02 公民館費

所属名（部局・課） 教育委員会 南公民館 担当名 南公民館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 南公民館利用団体及び周辺地域住民

意図・目的 利用を拡大し、地域住民の交流を深める。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 参加団体数 団体 0 28 29 45 32 32

② 来場者数 人 0 2,500 3,000 2,800 3,300 3,300

③

④

⑤

予算額 千円 0 532 594 866 不用額

決算額 千円 0 459 511 83

一般財源 千円 0 459 511 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 86.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 クラブ活動の成果発表の場として、作品展示・活動実演・模擬店開催を実施し、学習機会の周知徹底を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
公民館を地域住民に知ってもらうための大きな役割を担っているが、曜日や開催内容によって、来場者数にばらつきがある。また参
加利用団体の高齢化が進み、参加団体の減少が課題である。

事業の方向性 南公民館まつりは、各団体の活動成果を地域住民に発表すると同時に、多世代交流・地域交流の場として重要なイベントである。引
き続き南公民館まつり実行委員会、利用団体協議会、地域の学校や団体との交流を通して、公民館の認知度を向上させる内容とす
る。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

令和５年１０月２０日から２２日までの３日間開催し、南公民館を利用する団体等計２９団体が参加した。また、近隣の小中学校の紹介や児童・生
徒らの作品展示、みなみ保育園の活動報告、保育センターの紹介、クイズラリ－など実施した。近隣の小中学校や保育園の若者世代が、公民館
まつりに参加・参画したことで、主体的に取り組む姿を地域に見せることができ、来場者の増加に繋がった。



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 図書館管理運営 事業コード 1229001 計画コード 10-1-13

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 03 図書館費

所属名（部局・課） 教育委員会 図書館 担当名 図書館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 図書館利用者及び公民館図書室利用者

意図・目的
①利用者が快適、便利に過ごせる環境を整える。②自主的、自発的に学習意欲が向上されるようにする。③市民同士のコミュニケー
ションの機会や情報収集ができる場をつくる。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 入館者数 人 176,106 181,554 198,893 183,369 200,882 202,891

② 講座及び事業参加者(平均） 人 18 17 21 25 26 26

③ 地域課題講座数 回 3 3 4 5 5 5

④

⑤

予算額 千円 89,995 94,711 93,872 108,603 不用額

決算額 千円 80,152 85,828 87,758 6,114

一般財源 千円 79,582 85,215 87,702 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 570 613 56 93.5%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
①利用者が快適に過ごせるよう施設内における清掃等を実施する（維持管理）。
②利用者が便利に利用できるようシステム等の借上をする。
③市民の学習意欲を向上させる講座及び事業を開催する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
限られた予算の範囲の中で内容等の工夫をし、世代やテーマを絞った魅力的な講座を行い、利用者の新規開拓を図り入館者数及び
利用者の増加に務める。また地域の課題解決につながる講座を行うなどして、地域コミュニティを支える図書館を目指す。

事業の方向性
第３次和光市図書館サービス計画の基本施策「和光らしさを意識した、みんなが利用しやすい、居心地の良い」図書館を掲げ、図書
館が地域コミュニティを支える情報拠点を目指すことで目標の達成へとつなげていく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

・入館者数については、令和2年度に新型コロナウイルス感染症拡大により大幅に減少したが、令和3年度から増加し、令和5年度は目標値を上
回った。
・事業については、地域やボランティア団体の協力で、講座や各種事業を行った。

・「地域課題講座」として（ブックスタート、あかちゃんタイム、認知症予防講座、認知症サポーター養成講座）を実施した。

１　登録者(令和6年3月31日現在）　　　市内　　　66,052人　　　市外　　　14,401人
２　資料貸出冊(点）数　　　332,255冊（点）　(図書館321,980冊、中央公民館1,089冊、坂下公民館5,415冊、南公民館3,771冊）
３　団体貸出　　　248団体　36,187冊
４　リクエスト件数　　67,879件　(図書館67,832件、中央公民館18件、坂下公民館10件、南公民館19件）
５　レファレンス（参考調査)件数　　　6,506件　(図書館6,282件、中央公民館53件、坂下公民館63件、南公民館108件）
６　各種指標から見た令和5年度実績(人口は令和6年4月1日現在84,378人）
　　人口一人あたりの市内個人貸出資料数 　　　　　4.29冊
　　人口一人あたりの資料数　　　　　　　　　　 　　　　2.92冊
　　資料の回転率(貸出数÷蔵書数）　　　　　　 　　　1.66回
７　図書館講座行事の状況　　　実施事業数　25事業　　延参加者数　2,728人　　延開催回数　　127回　
８　主な図書館講座　　　絵本とおはなしの会、あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうた、子どもの科学、ぶっくわーるど、市民図書館講座、
　　　　　　　　　　　　　　　音訳者養成講座、小学生凧作り講座　　等



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 図書整備 事業コード 1230001 計画コード 10-1-14

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 03 図書館費

所属名（部局・課） 教育委員会 図書館 担当名 図書館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 図書館利用者及び公民館図書室利用者

意図・目的 情報提供拠点として、市民のニーズに応える幅広い内容の資料を整える。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

①
蔵書資料数（一般書・児童書・雑誌・郷土資
料・洋書・録音図書）

点 179,935 180,374 177,971 180,874 178,471 178,971

② 蔵書資料数（視聴覚資料） 点 9,300 9,230 9,151 9,489 9,547 9,605

③ 資料貸出数 点 365,439 349,614 332,255 372,783 335,578 338,934

④

⑤

予算額 千円 15,815 16,081 16,195 17,047 不用額

決算額 千円 15,614 15,936 16,075 120

一般財源 千円 15,079 15,936 16,075 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 535 0 0 99.3%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 図書及び資料（ＣＤ・ＤＶＤなど）を購入し、的確に資料の提供をする。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 限られたスペースの中で、最大限資料を収集・保管し、資料数を確保するよう努める必要がある。

事業の方向性
企画展示や利用者参加型企画等を積極的に行うなど、資料貸出数が増加するよう取り組む。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

令和５年度の蔵書資料（一般書・児童書・雑誌・郷土資料・洋書・録音図書）177,971点のうち、768冊が寄贈いただいたものである。
雑誌スポンサーによる雑誌タイトル数4誌。金額34,589円

平成３１年　３月　闘病記コーナーリニューアル
令和　２年　１月　科学道１００冊コーナー設置
令和　２年　１月　新書コーナー設置
令和　２年　３月  下新倉分館「みんなのひとハコ図書館」事業開始
令和　３年　３月　中央公民館図書室に寄贈本による「日本語学習コーナー」を設置
令和　４年　９月　料理本展示コーナー設置
令和　５年　５月　キッズコーナー季節の展示棚設置



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 図書館分館管理運営 事業コード 1229002 計画コード 10-1-15

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 03 図書館費

所属名（部局・課） 教育委員会 図書館下新倉分館 担当名 図書館分館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 図書館利用者（分館）

意図・目的
①利用者が快適、便利に過ごせる環境を整える。②自主的、自発的に学習意欲が向上されるようにする。③市民同士のコミュニケー
ションの機会や情報収集ができる場をつくる。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 入館者数 人 38,653 38,690 40,493 40,400 40,897 41,305

② 講座及び事業参加(平均) 人 5 5 9 9 10 10

③ 地域課題講座数 回 3 4 4 6 6 6

④

⑤

予算額 千円 33,141 34,862 35,806 41,333 不用額

決算額 千円 29,893 31,364 33,929 1,877

一般財源 千円 29,891 31,362 33,925 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 2 2 4 94.8%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
①利用者が快適に過ごせるよう施設内における清掃を実施する（維持管理）。
②利用者が便利に利用できるようシステム等の借上をする。
③市民の学習意欲を向上させる講座及び事業を開催する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
世代やテーマを絞った展示・講座を行ったりと工夫はしているが、これからも利用者の増加に努める必要がある。広報や周知の方法
に工夫を行うとともに、地域の問題解決につながる講座を行い、地域コミュニティを支える図書館を目指す。

事業の方向性
第３次和光市図書館サービス計画の基本施策「和光市らしさを意識した、みんなが利用しやすい、居心地の良い図書館」を目標に掲
げ、図書館が地域コミュニティを支える情報拠点となることを目指すことで目標達成へつなげていく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

令和５年度事業
①「絵本とおはなしの会」、②「子どもの科学」、③「ぶっくわーるど」、④「夏休み宿題教室」、⑤「図書館クラブ」、⑥「ぬいぐるみのおとまり会」、⑦
「あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうた」、⑧「ブックスタート」、⑨「サマーフェスタ（図書館の紙芝居屋さん）」、⑩「ひまわりおはなし会」、⑪「ふれあ
いまつり（おはなし会、バルーン配布）」、⑫「図書館でボードゲーム」、⑬「市民図書館講座（親子）クリスマス工作」、「市民図書館講座（大人）どこ
でも誰でも簡単に体操・ストレッチでリフレッシュ」、⑭「あかちゃんタイム」、⑮「おりがみの日」、⑯「おとなの朗読会」、⑰「英語のおはなし会」、新
規で⑱「楽しく学ぶ和光市史から読みとく和光市の歴史」を合わせて18の事業を実施。また、期間イベントとして①「本の福袋」、②「図書館で見つ
けよう、夏休み自由研究」③「開館７周年記念企画おすすめ本X」の3事業を行い新規利用者の開拓に努めた。
・地域課題講座としては「ブックスタート」、「あかちゃんタイム」、「どこでも誰でも簡単に、体操・ストレッチでリフレッシュ」、「楽しく学ぶ和光市史か
ら読みとく和光市の歴史」を、実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・複合施設である下新倉小学校と連携し、休み時間貸出、テーマ資料（調べ学習授業用）の貸出、依頼テーマ資料の月間貸出を行った。また、朝
の読み聞かせへの職員参加、学力向上に向けての取組として、朝のパワーアップタイムの時間に１年前の子ども新聞・中学生新聞の貸出。教員
向けとして、職員室への教育関連資料の貸出を行った。
・展示ケースを活用し、和光市で発掘された土器や和光市史（平成版）、ボードゲームを展示した。

分館統計
１　資料貸出冊(点）数　　　65,527（点）
２　リクエスト件数　　　1,544件
３　レファレンス（参考調査)件数　　　2,074件　
４　図書館講座行事の状況　　　実施講座数　21事業　　延参加者数　1,153人　　延開催回数　117回　
５　主な図書館講座　　　「ブックスタート」、「あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうた」、「ひまわりおはなし会（小学生向け）」、「絵本とおはなしの
会」、「子どもの科学」、「市民図書館講座」等、合わせて21の事業を実施。　　　　



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 図書館分館図書整備 事業コード 1231030 計画コード 10-1-16

款 10 教育費 項 04 社会教育費 目 03 図書館費

所属名（部局・課） 教育委員会 図書館下新倉分館 担当名 図書館分館

施策 10-1 生涯学習の振興

事業の対象 図書館利用者（分館）

意図・目的 情報拠点として、市民のニーズに応える幅広い内容の資料を整える。また、分館としての特徴を持った蔵書となるよう資料を整備する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

①
蔵書資料数（一般書・児童書・雑誌・郷土資
料・洋書・録音図書）

点 51,558 55,696 59,023 57,645 60,793 62,616

② 資料貸出数 点 61,425 63,201 65,527 63,833 66,182 66,843

③

④

⑤

予算額 千円 11,275 11,057 11,050 11,647 不用額

決算額 千円 11,229 11,043 11,050 0

一般財源 千円 10,991 11,043 11,050 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 238 0 0 100.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 図書等を購入し、的確に資料の提供をする。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 蔵書資料数は年々増加しているが、今後においては収納スペースの確保が課題となる。

事業の方向性
地域との関わりを今後より一層強めるためにも、企画展示や利用者参加型企画を増やしていく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

平成２８年１１月に開館した分館の図書の整備を行い、予定収容冊数約４万冊を超え、今後も引き続き図書の整備を行っていく。
令和５年度の蔵書資料数（一般書・児童書・雑誌・郷土資料・洋書・録音図書）、５９，０２３点（内、寄贈４５５冊）
令和５年度雑誌スポンサーによる雑誌タイトル数５誌。金額４３，５５３円



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 市民文化活動支援 事業コード 1017601 計画コード 10-2-1

款 02 総務費 項 01 総務管理費 目 08 企画費

所属名（部局・課） 企画部 企画人権課 担当名 人権文化交流担当

施策 10-2 創造的な文化の振興

事業の対象 和光市文化団体連合会、和太鼓会和光太鼓

意図・目的 市民による創造的文化活動及び団体間の交流を盛んにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 朝霞地区芸能・芸術文化祭　出演団体数 回 0 18 23 20 - -

② 文化講演会開催数 回 0 1 1 1 - -

③ 文化講演会参加者数 人 0 33 40 50 - -

④

⑤

予算額 千円 300 300 300 0 不用額

決算額 千円 67 223 300 0

一般財源 千円 67 223 300 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 100.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
和光市文化団体連合会に対して補助金を交付するとともに連合会の活動を支援する。また、朝霞地区四市文化団体連絡協議会の活
動に係る事務を担う。

和光市市民文化親善大使である和太鼓会和光太鼓の団体が行う活動に対し謝礼を支払う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
今後も和光市文化団体連合会の活動を支援し事業を継続することが必要である。同連合会の活動がより広く展開するためには、加
盟者の増加を図る必要がある。

事業の方向性
文化振興（事業コード1017701）へ統合・移管。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

⑴ 地域文化活動の中核となる文化団体の育成を図るため、 和光市文化団体連合会に対して補助金を交付し、活動支援を行っている。
　【和光市文化団体連合会主な活動】
　・朝霞地区四市文化団体連絡協議会　朝霞地区四市芸能・芸術文化祭
　　日程：令和5年6月4日(日)
　・定期総会・文化講演会
　　日程：令和5年6月30日(金)
　・市民まつり参加（芸能・展示部門発表、コーヒーの無料提供）
　　日程：令和5年11月12日（日）
　・視察研修
　　日程：令和5年11月22日（水）

⑵ 和光市の知名度の向上及びイメージアップを図ることを目的に、和太鼓会和光太鼓を和光市市民文化親善大使として委嘱している。
　　委嘱期間：令和3年8月7日から令和6年8月6日まで
　　活動件数：37件



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 文化振興 事業コード 1017701 計画コード 10-2-2

款 02 総務費 項 01 総務管理費 目 08 企画費

所属名（部局・課） 企画部 企画人権課 担当名 人権文化交流担当

施策 10-2 創造的な文化の振興

事業の対象 市民、地域の文化団体、ＮＰＯ法人、公益財団法人和光市文化振興公社、学校等

意図・目的 和光市の地域文化資源を広く浸透し、市民が郷土に愛着を持てるようにする。また、地域を活性化し、特有の文化を創造する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 白子地域の文化顕彰・発信事業実施数 回 0 3 1 2 2 2

② 白子地域の文化顕彰講演会参加者数 人 0 0 5 60 60 30

③

④

⑤

予算額 千円 55 55 55 355 不用額

決算額 千円 45 48 53 2

一般財源 千円 45 48 53 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 96.4%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 文化団体との協働による白子コミュニティセンター展示室の充実と白子地域に関する顕彰・発信事業を実施する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 白子コミュニティセンターの展示室について、多くの市民に周知するための方法を検討する必要がある。

事業の方向性
市民文化活動支援（事業コード：1017601）と統合。
白子コミュニティセンター展示室の運営について、事業の委託内容の見直しを行う。
市民文化団体が結集した文化団体連合会や海外公演も定期的に行う和光太鼓への支援は、本市の芸術文化振興を図る上で根幹を
なす部分である。これからも、両団体と連携して更なる文化振興に向けた活動を図っていきたい。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

和光白子文化の会と協働で白子コミュニティセンター展示室の運営を行い、市ゆかりの児童文学作家「大石真」、童謡詩人「清水かつら」につい
て、顕彰・発信を行った。

⑴イベント「ようこそ！白子文化の会へ～清水かつら、大石真の世界へ～」を開催し、大石真及び清水かつらの作品を紹介した。
　日時：令和6年3月16日（土）



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 市民文化センター管理運営 事業コード 1026001 計画コード 10-2-3

款 02 総務費 項 01 総務管理費 目 14 市民文化センター費

所属名（部局・課） 企画部 企画人権課 担当名 人権文化交流担当

施策 10-2 創造的な文化の振興

事業の対象 市民文化センター利用者・来場者　来場が難しい市民　指定管理者

意図・目的 市民が文化に親しめるようにする。また、市民、企業、行政の協働による事業で地域が活性化し、和光市特有の文化を創造する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 自主文化事業・共催事業数 本 39 45 46 42 45 45

② 市民文化センター来場者数 人 18,684 16,888 21,697 22,000 22,000 20,000

③ 市民文化センター稼動率 ％ 57 66 69 60 62 62

④

⑤

予算額 千円 215,413 223,780 232,274 249,606 不用額

決算額 千円 215,366 223,778 232,252 22

一般財源 千円 212,866 223,778 231,672 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 2,500 0 580 100.0%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
指定管理者制度により、自主文化事業、貸館事業、友の会事業などの市民文化センターの管理運営を行う。また、市民文化センターで
優れた舞台芸術を鑑賞でき、市民が文化に触れる機会を提供する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題
市民や地域の文化団体等が、自主的で創造的な文化活動を活発に行う場所を提供し、また、国内外の優れた舞台芸術や地域文化
や伝統文化を発信する事業を充実させる必要がある。

事業の方向性
誰もが等しく文化芸術を鑑賞・参加できる機会を提供していくことが公立文化施設の使命であることから、引き続き指定管理者との連
携により一層良質なホールの運営を行いながら、市民の期待に沿った事業を展開していく。

活
動
実
績

成
果
の
説
明

⑴指定管理者に指定管理料を支払い、自主文化事業、貸館事業、友の会事業など和光市民文化センターの管理運営を行った。
　自主文化事業では、地域貢献型事業として「大ホールでピアノを弾いてみよう」等、普及啓発型事業として「清水かつら記念30周年の冬が煌めく
コンサート」等、鑑賞型事業として「サンアゼリア開館30周年記念事業未来への軌跡」等、ほか43事業を実施した。
　貸館事業では、前年度に比べて2.7ポイント増の68.6%となっており、全ての施設で稼働率は上がっている。

⑵和光市民文化センター指定管理者事業評価委員会会議を2回開催し、評価報告及び指定管理者の改善策の講評を行った。
　　令和5年7月21日（金）　 事業評価委員会第1回会議
　　　　　　　　　　　　　　 　　　議題：事業評価委員会会議日程及び会議内容について、事業評価表、質問書について
　　令和5年9月22日（金）　 事業評価委員会第2回会議
　　　　　　　　　　　　　　 　　　議題：ヒアリング、評価、講評

⑶和光市民文化センター指定管理者選定委員会を2回開催し、第5期指定期間の指定管理者の選定を行った。
　第5期指定期間指定管理者：公益財団法人和光市文化振興公社
　指定期間：令和6年4月1日から令和11年3月31日まで



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 スポーツ振興業務 事業コード 1234001 計画コード 10-3-1

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 01 保健体育総務費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民(多世代)・スポーツ関係団体

意図・目的
スポーツを通じて市民の健康づくりを促進する。また、災害応援協定を締結している３市と友好を深め、スポーツの振興と青少年の健全
な育成を行う。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 生涯スポーツ事業参加人数 人 99 730 2,304 5,600 3,600 4,000

② 交流事業参加人数 人 0 161 646 620 650 650

③ 生涯スポーツ事業数 数 4 10 11 9 9 9

④ 交流事業数 数 0 2 5 5 5 5

⑤ 人件費以外予算を伴わない取組事業数 回 4 5 8 5 5 5

予算額 千円 2,489 9,026 4,860 5,287 不用額

決算額 千円 1,529 5,723 4,174 686

一般財源 千円 1,529 5,697 4,110 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 26 64 85.9%

事業名 実施日 参加者数

佐久市・和光市スポーツ交流会 6月3日(土) 207人（12チーム）

佐久市とのスポーツ交流会（マレットゴルフ） 6月17日(土) 29人

十日町市・和光市スポーツ交流会 7月15日(土)・7月16日(日) 132人（8チーム）

スポーツ推進委員周知活動 8月20日(土) 30人

レクリエーション教室 9月3日(日) 4人

和光市・那須烏山市スポーツ交流会 9月9日(土) 124人（6チーム）

わこうスポーツ祭り 10月9日(月) 1400人

市民まつり（新体力測定等） 11月12日(日) 171人

秋の市民ハイキング 11月23日（木・祝） 20人

パズロークコンペ 11月26日(日) 0人（雨天中止）

スポーツ推進委員周知活動 1月7日（日） 10人

レクリエーション教室 1月21日(日) 18人

自衛隊体育学校講演会 2月4日(日) 30人

和光市・十日町市スポーツ交流会 2月23日(金・祝)・2月24日(土) 154人（8チーム）

和光市民ロードレースフェスティバル 3月10日(日) 616人

健康ウォーキング 3月23日(土) 5人

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
①スポーツ推進委員が主体となり、スポーツ教室や市民ハイキング等、多世代に向けたスポーツ・レクリエーション事業を行う。
②災害応援協定を締結している佐久市、十日町市及び那須烏山市と、市内のスポーツ少年団等と連携し、スポーツ交流会を実施する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 事業の中には、参加者が僅少である、定数に満たない事業がある。

事業の方向性
参加しやすく、魅力的な事業となるよう既存事業の改善を行う。また、新規事業実施の検討、事業の周知等を行い、参加者の増加に
努める。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 体育団体活動支援 事業コード 1234002 計画コード 10-3-2

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 01 保健体育総務費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 体育団体、市民

意図・目的 体育団体が実施するスポーツ事業を支援する。また、体育団体が自主的に活動できるよう支援する。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① ロードレースフェスティバル参加者数 人 0 451 616 1,200 1,600 1,600

② スポーツ体験フェスタ参加者数 人 0 672 324 1,000 1,000 1,000

③

④

⑤

予算額 千円 4,083 4,505 5,437 5,921 不用額

決算額 千円 2,371 4,124 4,657 780

一般財源 千円 2,371 4,124 4,657 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 85.7%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
①スポーツの振興を図るため体育団体が主催するロードレースやスポーツ体験フェスタなどの事業を支援する。

②体育団体の事務運営を支援する。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

スポーツ協会各加盟団体の大会・教室等の実施と、スポーツ協会が主催するスポーツ体験フェスタ、和光市民ロードレース等の事業を通じ、
多くの市民に対し、スポーツをする機会を提供した。

事　　業 スポーツ体験フェスタ 和光市民ロードレースフェスティバル

参加人数 ３２４人 ６１６人

実施期日 １１月５日（日） ３月１０日（日）

会　　場 総合体育館及び運動場 樹林公園及び周辺道路

課題 体育団体が今後も安定的な活動を行うため、自立に向けた支援が必要。

事業の方向性
体育団体が自主的に活動ができるよう、引き続き支援、指導を行う。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

）

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 体育施設管理運営 事業コード 1235001 計画コード 10-3-3

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 02 体育施設費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民

意図・目的 市民が体育施設を安全、快適に利用できるようにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 学校開放利用人数 人 130,765 152,827 147,572 140,000 150,000 150,000

② 体育施設利用人数 人 52,854 55,800 60,642 80,000 80,000 80,000

③ 学校開放施設数 件 12 12 12 12 12 12

④

⑤

予算額 千円 26,361 25,686 29,074 29,711 不用額

決算額 千円 25,217 25,065 27,376 1,698

一般財源 千円 17,943 16,846 19,490 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 7,274 8,219 7,886 94.2%

登録団体数 2250団体 登録人数 20107人

（うちテニス　 1675団体 10314人

施　設　名 回数（回） 利用人数（人） 施　設　名 回数（回） 利用人数（人）

運動場野球場 163 9,064 広沢小学校校庭夜間開放 173 3,898

運動場庭球場 4,149 20,407 小学校体育館開放(平日夜間) 1,512 32,228

運動場会議室 122 1,800 小学校体育館開放(土日祝) 1,395 29,978

司法研修所庭球場 102 649 小学校校庭開放（土日祝） 1,464 64,018

司法研修所グラウンド 0 0 中学校体育館開放 913 9,398

税務大学校庭球場 204 1,078 中学校体育館卓球場 180 3,997

税務大学校グラウンド 41 1,193 中学校体育館格技場 184 4,055

裁判所職員総合研修所庭球場 231 1,180 花の木ゲートボール場 34 219

裁判所職員総合研修所グラウンド 1 20 レクリエーション広場 256 6,509

荒川河川敷野球場 746 18,523

合計 11,870 208,214

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要
運動場・花の木ゲートボール場・レクリエーション広場の管理運営事務及び荒川河川敷運動公園・学校体育施設の貸出業務を行う。
また、司法研修所・税務大学校・裁判所職員総合研修所の体育施設(庭球場・グラウンド)の市民開放に関する事務を行う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 和光市運動場については老朽化が進んでおり、利用者から改修の要望が多い。

事業の方向性
利用者の安全を第一に考えた維持管理に加え、利用者要望のニーズに応じた維持管理を実施する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 体育施設整備 事業コード 1235005 計画コード 10-3-4

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 02 体育施設費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民

意図・目的 市民が体育施設を安全、快適に利用できるようにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 体育施設整備件数 件 2 2 2 2 － 2

②

③

④

⑤

予算額 千円 1,074 1,189 1,524 0 不用額

決算額 千円 1,073 1,186 1,518 6

一般財源 千円 1,073 1,186 1,518 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 0 0 99.6%

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 体育施設の安全、快適な利用のため、整備を行う。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

運動場について、安全、快適に利用できるよう下記の整備を行った。

運動場１階ロビー空調設備更新工事 １件

運動場メインスタンド障害者トイレ修繕工事 １件

課題 和光市運動場については老朽化が進んでいる。

事業の方向性
利用者の安全を第一に考えた改修に加え、利便性向上のための改修を行う。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 総合体育館管理運営 事業コード 1235100 計画コード 10-3-5

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 02 体育施設費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民

意図・目的 健康の保持増進のため、市民が自主的にスポーツに取り組んでいるようにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 開館日数 日 312 347 348 348 347 347

② 利用人数 人 134,292 161,495 190,892 200,000 210,000 220,000

③ わこうスポーツ祭りの参加者数 人 － － 1,400 － 1,500 1,600

④

⑤

予算額 千円 88,141 109,793 86,124 86,135 不用額

決算額 千円 88,051 106,898 86,123 1

一般財源 千円 78,119 98,799 86,123 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 9,932 8,099 0 100.0%

施　設　名 利用者数(人)

メインアリーナ 45,291

サブアリーナ 20,925

柔道・剣道場 8,219

軽スポーツ室 17,308

研修会議室 2,011

弓道場 4,686

トレーニング室 33,178

ランニングコース 674

自主事業(コース型教室） 24,770

サービスプログラム 33,830

総利用者数 190,892

「わこうスポーツ祭り」の開催 開催日 　：　　　令和５年１０月９日（月）

参加者数：　　　約１，４００人

※「わこうスポーツ祭り」・・・和光市・和光市教育委員会・総合体育館指定管理者が主催する

　　　　　　　　　　　　　　　　　年齢性別問わず、誰でも気軽にスポーツを体験し、楽しむことができるイベント

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 指定管理者により総合体育館の管理運営を行い、各種事業を通じスポーツの振興を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

登録団体数　９９４団体　　　登録人数　１７，９４８人

課題
コロナ禍以前の利用者数には、至っていない。
わこうスポーツ祭りの参加者の確保。

事業の方向性 利用者数増加のため、市民のニーズにあった事業の実施と稼働率向上のための周知、啓発等を行う。
わこうスポーツ祭りについては、令和５年度が初開催であった。今後は、内容の精査や周知を行い、より多くの方が訪れるイベントと
する。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 アーバンアクア公園（スポーツ施設）管理運営 事業コード 1235200 計画コード 10-3-6

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 02 体育施設費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民

意図・目的 健康の保持増進のため、市民が自主的にスポーツに取り組んでいるようにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 開園日数 日 213 335 336 336 335 335

② 利用人数 人 46,843 59,289 79,606 70,000 80,000 82,000

③

④

⑤

予算額 千円 33,211 30,104 30,419 31,468 不用額

決算額 千円 32,031 30,103 30,413 6

一般財源 千円 27,019 30,103 30,413 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 5,012 0 0 100.0%

施　設　名 利用者数(人)

野球場 8,643

庭球場 7,916

人工芝サッカー場 29,710

クレーサッカー場 16,526

会議室 781

フットサル場 7,013

ソフトボール場 8,232

自主事業 785

総利用者数 79,606

庭球場及びフットサル場について、令和５年７月１日より夜間運用を開始した。

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 指定管理者によりアーバンアクア公園の管理運営を行い、各種事業を通じスポーツの振興を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 平日及び夜間の利用者が少ない。

事業の方向性
利用者増加のため、指定管理者による自主事業の展開及び施設の周知を行う。

活
動
実
績

成
果
の
説
明



１．事業の概要

２．事業の実績

３．事業の課題

４．事業の総合評価

事業名 市民プール管理運営 事業コード 1235300 計画コード 10-3-7

款 10 教育費 項 05 保健体育費 目 02 体育施設費

所属名（部局・課） 教育委員会 スポーツ青少年課 担当名 スポーツ振興担当

施策 10-3 スポーツ・レクリエーション活動の推進

事業の対象 市民

意図・目的 健康の保持増進のため、市民が自主的にスポーツに取り組んでいるようにする。

3年度 4年度 5年度 5年度 6年度 7年度

実績値 実績値 実績値 目標値 目標値 目標値

① 開館日 日 93 328 329 329 328 328

② 利用人数 人 12,711 70,772 76,191 75,000 80,000 82,000

③

④

⑤

予算額 千円 11,713 61,395 58,651 58,651 不用額

決算額 千円 11,713 61,272 58,650 1

一般財源 千円 11,713 58,650 58,650 執行率

特定財源（国県補助、利用者負担等） 千円 0 2,622 0 100.0%

施　設　名 利用者数(人)

一般利用 37,720

自主事業 38,471

総利用者数 76,191

このまま継続 改善して継続 終了（廃止・休止）

活動概要 指定管理者により和光市民プールの管理運営を行い、各種事業を通じスポーツ振興を図る。

指標名 単位

費
用

事
業
費財源

内訳

課題 平日の一般利用者数が少ない。

事業の方向性
平日の一般利用者数増加のための周知を行う。
引き続き、市民等のニーズに応えられるよう指定管理者と調整を図る。

活
動
実
績

成
果
の
説
明


